
ISUKA 2016SS　シュラフカバーのご案内

シュラフカバー（スリーピングバッグカバー）の効果

シュラフカバーには主に２つの機能があります。ひとつは防水性の確保、もうひとつは保温性の向上です。

春・夏・秋・無雪期の山行やツーリング、キャンプなど

雨天など、特に寝袋の濡れへの備えが中心となる春から秋の山行では、防水性の確保のために多くの方々が準備しています。

濡れへの対策が中心となる場合には、コスパに優れたウェザーテックシュラフカバーでも対応可能です。

予算が許せば「ゴアテックス」をおすすめします。　防水性・透湿性・軽量性のすべてにおいて優れており、保温性の維持にも効果的です。

積雪期・残雪期・冬期・寒さの厳しい季節

濡れと寒さ、両方への対応が必要な積雪期・残雪期・冬期にはまさに必需品、防水性・透湿性に優れた「ゴアテックス」を強くおすすめします。

「ゴアテックス」は非常に高い防水性と、優れた透湿性を持つので、睡眠中の自然蒸泄による水分の残留を最小限に抑えてくれるからです。

寝袋の中わたは、水分を含むと保温性が低下します。

保温性の低下を最小限に抑えるために「ゴアテックス」は非常に有効です。
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QC サイズ 209cm×87cm 209cm×87cm 209cm×84cm

AIR ｴｱ 1000 EX -30 ℃ 208cm×84cm ★★

ｴｱ 810 EX -25 ℃ 208cm×84cm ★★

ｴｱ 810 EX  ｼｮｰﾄ -25 ℃ 198cm×84cm ★★

ｴｱ 900 SL -25 ℃ 208cm×84cm ★★

ｴｱ 630 EX   -15 ℃ 213cm×80cm ★★

ｴｱ 630 EX  ｼｮｰﾄ  -15 ℃ 203cm×80cm ★★

ｴｱ 700 SL -15 ℃ 213cm×80cm ★★

ｴｱ 500 SL -6 ℃ 208cm×78cm ★ ★

ｴｱ 450 X -6 ℃ 208cm×78cm ★ ★

ｴｱ 450 X  ｼｮｰﾄ -6 ℃ 198cm×78cm ★ ★

ｴｱ 300SL 2 ℃ 208cm×78cm ★ ★

ｴｱ 280 X 2 ℃ 208cm×78cm ★ ★

ｴｱ 280 X  ｼｮｰﾄ 2 ℃ 198cm×78cm ★ ★

ｴｱ 180 X 8 ℃ 205cm×77cm ★ ★

ｴｱ 180 X  ｼｮｰﾄ 8 ℃ 195cm×77cm ★ ★

ｴｱ 150 X 8 ℃ 180cm×70cm ★ ★

ｴｱ 130 X 8 ℃ 180cm×70cm ★ ★

ダウンプラス ﾃﾞﾅﾘ 1100 -30 ℃ 208cm×84cm ★★

ﾃﾞﾅﾘ -25 ℃ 215cm×85cm ★★

ﾆﾙｷﾞﾘ EX -15 ℃ 207cm×80cm ★★

ﾎﾟｶﾗ X -6 ℃ 207cm×80cm ★ ★

ﾀﾄﾊﾟﾆ X 2 ℃ 207cm×80cm ★ ★

ﾁﾛﾙ X 6 ℃ 207cm×80cm ★ ★

ﾀﾋﾞﾝｸﾞ200 6 ℃ 200cm×81cm ★

パフ ﾊﾟﾌ 1100 EX -35 ℃ 205cm×84cm ★★

ﾊﾟﾌ810 EX -27 ℃ 214cm×85cm ★★

ピルグリム ﾋﾟﾙｸﾞﾘﾑ 150 10 ℃ 180cm×75cm ★ ★

ﾋﾟﾙｸﾞﾘﾑ 180 15 ℃ 180cm×75cm ★

ﾋﾟﾙｸﾞﾘﾑ 370 2 ℃ 208cm×78cm ★ ★

アルファライト ｱﾙﾌｧﾗｲﾄ 1300 EX -20 ℃ 215cm×85cm ★★

ｱﾙﾌｧﾗｲﾄ 1000 EX -12 ℃ 215cm×85cm ★★

ｱﾙﾌｧﾗｲﾄ 700 X -6 ℃ 207cm×82cm ★ ★

ｱﾙﾌｧﾗｲﾄ 500 X 0 ℃ 207cm×82cm ★ ★

ｱﾙﾌｧﾗｲﾄ 300 X 6 ℃ 201cm×79cm ★ ★

ｳﾙﾄﾗﾗｲﾄ 10 ℃ 202cm×80cm ★ ★

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ600 2 ℃ 210cm×85cm ★

　★★　かさ高い冬期用モデルには、寝袋のロフトを損なわない、ゆったりしたワイドサイズをおすすめしています。

（冬期用モデルでも小柄な方の場合にはレギュラーサイズでも対応可能です。）
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